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　　　阪大 ， エ ， 醗酵

　　　　　　　　 照井　堯造 ， ○大嶋　泰治

　私 達 は 昨年の 本学会に お い て D −galactose非醸酵型

Haploid 酵 母 同 志 の 交配 に 依つ て も醗 酵型 の Diploid

を得 る事 が 出来 ， こ れらの 交配実験 の結果か ら 3個 の

補 足的因孑の 存在を 推定 した．

　そ の後， 栄養要求の 遺伝的符号を有す る株 を用 い ，

種々 の 交雑を行い ， 雑種の 4胞子解析の 結果，そ の う

ち 2 系統 の 株 ， 並 び に Carbondale 系統 の 株 は ， そ れ

ぞ れ D −galactose 醗酵 に関 して 補足的な遺伝子が 1 個

ず っ 欠落 して い る こ とを見 出した．従 つ て 従来酵母の

Galactozymase 生 産に 関 して は 1 個の 遺伝子 の み が 発

．見 され て い たが ，新 に 2 個 の 遣伝子が迫加 され 少な く

と も 3個の 遺伝子支配の 現 象で あ る と考 え られ る．

40．大根葉中の酵母発育促進性物質の 性状 に

　　つ し、 て　　（第 1報）

　　　　　　　　　　 三 重 大農 赤木　盛 郎

　演者は 先報 に 於 て エ タ ノ
ール 或 は不純 物酒精 を炭素

源 とす る合成培地 に 酵母 を培養 した 場合，培養基に 添

加 し た天然物抽出物中， 大根葉の 水抽出液 が 酵母の 発

育促進効果が顕著で あ る事を知つ た．そ こ で 今回 は大

根 葉中の 有効成分 の 性状に つ い て し らべ た ．即 ち大根

葉中の 有効成分 の 耐熱 ， 耐酸 ， 耐 ア ル カ リ性各種有株

溶媒 に 対す る溶解性 ， 各種吸着剤 ， 沈澱剤に 対す る性

質，有効 成分 の 塩 析 ， 透析に 対す る態度等に つ い て 報

告す る．

41．糸状菌類の蛋 白分解酵素に関す る研究

　　　（第14報 ）　 pH 作用曲鱇 に よ る各種糸欺菌プ

　　　　　　　 ロ テ ア ーゼ系 の 分 類

　　　　　　　　　　 三 重 大 農化　松島　欽一

　各種 の Gcnusに 属す る系状菌類の プ ロ テ ア ーゼ に 対

す る天然性阻害物質の 影響 を 試験 し た前報の 実験結果

か ら，さ きに 吉 田が Aspergini に 就い て 明らか に し た

A．o
ワ疋佛 Typc と A，　niger 　Type の 2 つ の Type とは

異つ た別個 の プ ロ テ ア ーぜ 系が ，
AsPergittUS以 外 の

Genus の 或 る種の 系状菌 に 存在す る こ とが予想せ られ

た の で，今回27種 の 糸状菌類に つ い て そ の プ ロ テ ア ー

ゼ 系 の 特性 を pH 作用 曲 線 の 性 状か ら して 比 較す る こ

とを試み た．供試菌 は AsPergittus　 7 種 ，
　 Penicittium

5 種，Rん如ρ雛 7穂，　 Mucer 　2 種 ， 其他不完全 菌 6 種

であ り， 犁麹舶出液を酵1琴液1と して肉ゼ ィ ンを基質．と

す る FOL 】N 呈色法 に より測定 した．その 結果 ， 同
一の

Genusの 絲状菌 で も菌種 に よりその pH 作用曲線は著

し く異な り，
Genus に よ る特徴 附 け は 困 難 で は あ るが

供試糸状菌全般を通 じて そ の pH 用曲線を大体 4C の

Type に 分類 し得 る こ とを知つ た．

42．Ce ・enzyme 　A の 定量法 に つ い て

　　　阪大 ， エ ， 醸 酵

　　　　　　　　 照井 　堯造，○岡田　駆輔

　従来 Co ・enzyme 　A の 定 量 法 と して ，
　STADTMAN ＆

KORNEERG の Clostridium　 klayveriiの 酵素を使 う方

法 ，
KAPLAN −LIPMAN

−
N の鳩 肝 臓の 酵素系 を使う方法

な らび に Co −enzyme 　A を 酵素的 に 分解 し た後生成 し

たパ ン トグ
．
ン 酸 を生物学的に 測定す る力

’
汐1等が あ る．

第 3 方法は 最 も精度 が 劣 る．

　私共 は 鳩肝臓を 使用す る KAPLAN ，　LIPMAtSN 法 を

改良 し ， 鳩肝臓 よ りも入手容易な酵母の ア セ トン 乾燥

物の 抽出液 を使 つ て も酢酸 ，
CoA

，　ATP ， ス ル フ ァ
ニ

ール ア ミ ドか らア セ チ ール ス ル ア ニ ール ア ミ ドが 生 成

す る こ とを認 め た，こ の 反 応 が CoA の 定量 に 適用 し

得る こ とが判つ た の で KAI，LAN −LIPMANN に 準 じ，

改 良法 を 設 定 した，

　45．過沃度醸処理，麹菌 リボヌ クレ 7 一ゼに

　　　 よる樮酸の 分解

　　　　　　　　　　 日本 酒類研　猿野琳次郎

　麹菌 リ ボ ヌ ク レ ア ー
ゼ の活性中心 に 対す る手掛 を得

る 目的 で 麹菌 リ ボ ヌ ク レ ア ーゼ の 過 沃 度酸 に よ る酸化

を行 い 酸化麹菌 リボ ヌ ク レ ア ーゼ の RNA に 対す る作

用 を調 べ た が 興味あ る事実 が見出され た．

　温和な 過 沃度酸処理 に よ り麹菌 リ ボ ヌ ク レ ア ーゼ の

等電 点は pH 　 7附近 よ り pH 　4．5 附近 に 移行し， 夊至

適pH は4．5よ り7 附近 に移行 し た．

　過沃度酸処理 ， 麹菌 リボ ヌ レ ク ア ーゼ の RNA に 対

す る作用は 著 し く異 つ て 来 ， 未処 理 酵素で は RNA の

分解 に よ りア デ ニ ル 酸，グ ア ニ ル 酸，シ チ ジ ル 酸 ， ウ

リジ ル 酸 を生 成す るか，処 理 酵素 で は グア ニ ル 酸の み

を生成す る．　　　 e

「 44．酒精醪の 改 良に関する研究　（第 15報）

　　　　ア ミ ロ ース ，ア ミ ロ ペ ク チ ン の 液化 並 びに 糖

　 　 　 化 に就 て

　　　鳥取大農 大谷　義夫 ， ○高 橋　 慧

糠）塩 糯琴・ ＄蜀黍， 碼鈴薯， 甘藷澱粉の AmYloeq
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